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置賜地域ＮＰＯ・ボランティア団体調査結果 

 
１ 調査の概要 

(1) 調査の目的 

置賜管内のＮＰＯ・ボランティア団体の実態を把握し、それぞれの抱える課題を調 

査することにより、置賜地域のコミュニティ活動を促進し、多様な主体が協働して地

域課題を解決する仕組みづくりに資することを目的とする。 

 

(2) 調査概要 

 ① 実施時期  平成 17 年９月 

 ② 調査対象  置賜地域のＮＰＯ・ボランティア団体  

 ③ 調査方法  調査票によるアンケート方式 

④ 調査項目 

ａ 団体の状況：団体の概要（名称・事務局所在地・会員数等）、活動内容、 

  活動範囲等 

   ｂ 団体の意向：活動の課題、他団体との交流、情報の入手・発信等 

  ⑤ 回答状況  アンケート回答団体 ２４１団体 （活動団体４１３団体） 
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２ 調査結果 

(1) 団体の概要 

 ① 置賜地域ＮＰＯ・ボランティア団体数 

   置賜地域のＮＰＯ・ボランティア団体は、413 団体である。平成 10 年１月の調査 

では 149 団体であったことを考えると、飛躍的に増加している。 

   うち、特定非営利活動法人（以下、「ＮＰＯ法人」）は、38 団体（平成 17 年９月１ 

日当時。平成 18 年３月末では、50 法人）であり、年々増加している。 
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(参考)置賜地域ＮＰＯ法人数の推移 
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②活動内容 

ａ 活動分野別ＮＰＯ・ボランティア団体 

 活動分野では、社会福祉が最も多く、355 団体（全団体の 85.9％）が活動して 

いる。次いで、環境（113 団体、27.4％）、地域づくり（89 団体、21.5％）が多い。 
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ｂ 社会福祉分野の活動内容別団体数 

 社会福祉分野で活動する団体の中では、施設訪問が 102団体と最も多いが、そ 
の他の活動も高齢者世帯の増加等を受けて、活動団体が増加している。 
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③ 活動開始年（把握できる団体のみ） 
   活動開始年では、平成 13 年以降に開始した団体が最も多く、ＮＰＯ・ボランティ 

ア活動が活発になっていることが伺われる。一方で、20 年以上活動を続ける団体も 

38 団体ある。 
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  ④ 活動人員（把握できる団体のみ） 

    活動人員は、11～20 人が 105 団体と最も多く、30 人以下の団体が７割近くを占

める。    
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(2) 団体の課題 

  団体の課題としては、「会員の確保」が最も多く、最も大きな課題の中でも最も多い。 

 次いで、「活動資金の確保」、「社会的理解・認知」と続く。 

  ＮＰＯ法人のみの結果では、「活動資金の確保」が最も多く、次いで「社会的理解・ 

認知」、「活動資金の確保」が多い。 
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(3) 団体間の交流 

① 他の団体との関わりの状況 

  「他のＮＰＯ・ボランティア団体との交流」は、50％（ＮＰＯ法人のみでは、74％）

が「有」と回答している。 

  「自治会・町内会などの地域の団体との関わり」は、34％（ＮＰＯ法人のみでは

40％）が「有」と回答している。 

 

ａ 他のＮＰＯ・ボランティア団体との交流の有無 

                             【ＮＰＯ法人のみ】 
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                            【ＮＰＯ法人のみ】 
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② 団体間のネットワーク（つながり）について 

  「他の団体とのネットワーク（つながり）が必要だと思うか。」という問に対して、

68％（ＮＰＯ法人では 76％）が、「必要だと思う」と回答している。 

「どのような団体とのネットワークを持つことが重要だと考えているか」という質 

問については、「目的・活動内容が共通するＮＰＯ・ボランティア団体」という回答が

最も多い。ＮＰＯ法人のみでは、最も重要と思う団体は「目的・活動内容が共通する

ＮＰＯ・ボランティア団体」が最も多いが、重要だと思う団体を含めると「同じ地域

のＮＰＯ・ボランティア団体」や「自治会・町内会などの地縁団体」の回答が多くな

っている。 

 

   問 他の団体とのネットワーク（つながり）が必要だと思いますか。 

 

                               【ＮＰＯ法人のみ】 
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   問 「はい」と回答された団体にお聞きします。 

    どのような団体とのネットワークを持つことが重要だと考えていますか。一番重

要だと思うものに◎、重要だと思うものに○（複数可）をつけてください。 

    １．目的・活動内容が共通するＮＰＯ・ボランティア団体 

    ２．同じ地域のＮＰＯ・ボランティア団体  

   ３．自治会・町内会などの地縁団体 

    ４．地域の企業 

    ５．その他（                         ）  
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(4) 行政との関わり 

① 行政との関わりの有無 

  「行政との関わり」は、67％（ＮＰＯ法人のみでは 84％）が「有」と回答してい

る。 

 

                          【ＮＰＯ法人のみ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「有」の場合の具体的内容 

    －省略－ 
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(5) 情報の入手と発信 

 

  ① 情報の入手の方法（主なもの３つを回答） 

    「情報の入手」の方法は、社会福祉協議会や行政などの「情報誌」が多い。「個人

的な会話」や「イベント・交流会」との回答も多い。 

ホームページの活用は少ない。   
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② 情報の発信の方法（主なもの３つを回答） 

   「情報の発信」の方法は、「イベント・交流会など」の回答が最も多い。行政や社

会福祉協議会など既存の情報誌を活用するとともに、自らの団体の会報等を持つ団体

も多い。 

ホームページの活用は少ない。 
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置賜地域ＮＰＯ・ボランティア団体調査票 

 

団 体 名                        

代 表 者 名                 

事務局代表者                         

事務局所在地                             

連 絡 先  TEL：           FAX：              

        e-mail：              ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：                    

 
Ｉ 団体の活動内容 

 ■活動開始年      年     （法人設立年    年）  

 

 ■活動分野  中心的な活動分野に◎、その他の活動分野に○をつけてください。（複数回答可） 
  １．地域づくり                ３．青少年・教育 

 ２．社会福祉                 ４．環境 

 ⇒活動内容に○をつけてください。     ５．国際交流等 

６．文化 

７．生涯学習 

８．スポーツ 

９．観光 

10．その他（           ） 

 
■活動人員          名 
 
 ■活動地域  該当する番号に○をつけてください。（複数市町の場合は、複数に○） 
１．置賜全域  ２．米沢市  ３．長井市   ４．南陽市   ５．高畠町  ６．川西町 

７．小国町   ８．白鷹町  ９．飯豊町   10．その他（             ） 

⇒２～９を選んだ場合は、次のいずれかに○をつけてください。 

  ア．市町内全域    イ．特定地区中心（地区名                  ） 

 

 ■活動拠点                             

 

 ■活動内容 （既存資料を添付いただいても結構です。） 

 
 
 
 
 
 
 
 ■広く参加者を募るイベント等の事業の予定がありましたら、御記入ください。 

（既存資料を添付いただいても結構です。） 
 
 
 
 
 
 ■お答えいただいた上記の情報の公開に、支障がありますか。（ 支障なし ・ 支障あり ） 

 

 

ア．子育て  イ．施設訪問  

ウ．高齢者等在宅生活支援 

エ．友愛訪問 

オ．ミニデイサービス等 

カ．移送 キ．除雪 

ク．障害児・者支援 ケ．その他 
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Ⅱ 貴団体が活動される上で、課題となっていることは何ですか。 

（一番の課題に◎、その他主な課題に○（複数可）をつけてください。） 

  １．会員の確保     ２．活動場所の確保     ３．活動資金の確保（会費・寄付・融資） 

  ４．情報の入手     ５．情報の発信       ６．社会的理解・認知 

  ７．研修の機会     ８．助言者・相談機能     ９．他団体との関係 

  10．行政との関係    11．その他（                   ） 

 

 

Ⅲ 団体間の交流 

■他の団体との関わりの状況 

 ・他のＮＰＯ・ボランティア団体との交流の有無（ 有 ・ 無 ） 

⇒有の場合、具体的内容                                   

 ・自治会・町内会などの地域の団体との関わりの有無  （ 有 ・ 無 ） 

⇒有の場合、具体的内容                                   

 
 ■団体間のネットワーク（つながり）について 

 他の団体とのネットワーク（つながり）が必要だと思いますか。 

   （ はい ・ いいえ ・ どちらともいえない ・ わからない ） 

   ⇒「はい」と回答された団体にお聞きします。 

    どのような団体とのネットワークを持つことが重要だと考えていますか。一番重要だと思うものに◎、

重要だと思うものに○（複数可）をつけてください。 

    １．目的・活動内容が共通するＮＰＯ・ボランティア団体 

    ２．同じ地域のＮＰＯ・ボランティア団体  

   ３．自治会・町内会などの地縁団体 

    ４．地域の企業 

    ５．その他（                         ）  

 

 

Ⅳ 行政との関わり 

 ■行政との関わりの有無 （ 有 ・ 無 ）              
⇒有の場合、具体的内容                                 

 
 ■行政との関係で感じていること等を御記入ください。 

 
 
 
 
 
 
Ⅴ 情報の入手や発信   
 ■情報の入手の方法   主なもの３つに○をつけてください。 

  １．行政の情報誌など  ２．行政のホームページ  ３．社会福祉協議会の情報誌など 

  ４．関連団体の情報誌など  ５．地元情報誌など  ６．その他のホームページ  ７．マスメディア 

 ８．個人的な会話  ９．イベント・交流会など  10．その他（                ）  

 
 ■情報の発信の方法   主なもの３つに○をつけてください。 

  １．自らの団体の会報・情報誌など ２．自らの団体のホームページ ３．行政の情報誌など 

 ４．行政のホームページ  ５．社会福祉協議会の情報誌など  ６．関連団体の情報誌など 

 ７．地元情報誌など  ８．その他のホームページ  ９．マスメディア 10．個人的な会話 

 11．イベント・交流会など  12．その他（                     ） 



 

14 

Ⅵ 今後の団体の活動等、日頃考えていらっしゃることを御記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           御協力ありがとうございました。 
 


